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一

⑥
港
北
区
地
区
カ
ル
テ
を
作
っ
て

中
野
俊
明

調
査
の
目
的

　
港
北
区
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
市
民
向
け
の
地
区

カ
ル
テ
を
作
成
し
た
が
、
既
に
十
年
が
経
過
し
内
容
も

古
く
な
っ
て
お
り
、
更
新
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
改
め
て
最
新
の
情
報
を
収
集
・
整
理
し
た

上
で
、
既
存
の
行
政
区
域
に
と
ら
わ
れ
ず
、
港
北
区
周

辺
区
域
も
含
め
て
検
討
し
、
区
民
の
日
常
行
動
範
囲
に

即
し
た
地
区
区
分
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

現
状
と
課
題
が
明
確
に
な
る
よ
う
な
地
区
カ
ル
テ
の
作

成
を
試
み
た
。
ま
た
、
「
市
民
利
用
施
設
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
並
行
し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
カ

ル
テ
が
、
「
よ
こ
は
ま
二
十
一
世
紀
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
、
市
民
利
用
施
設
の
内
容
と
配
置
に
つ
い

て
も
検
討
で
き
る
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

も
目
指
し
た
。

二

調
査
の
成
果

　
今
回
の
地
区
カ
ル
テ
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
地
区
レ

ベ
ル
で
現
状
と
課
題
を
把
握
す
る
が
出
来
た
こ
と
と
、

「
市
民
利
用
施
設
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ
り
市

民
の
意
見
が
聞
け
た
こ
と
が
、
成
果
と
い
え
る
。

①
―
地
区
区
分
の
設
定
に
よ
る
地
区
カ
ル
テ
作
成

ア
地
区
区
分
の
設
定

　
既
存
の
地
区
区
分
は
、
港
北
区
総
合
整
備
計
画
基
本

調
査
ゾ
ー
ン
区
分
別
将
来
像
、
よ
こ
は
ま
二
十
一
世
紀

プ
ラ
ン
港
北
区
計
画
区
分
を
は
じ
め
、
日
常
利
用
圏
、

連
合
町
内
会
区
域
、
学
校
区
、
大
都
市
交
通
セ
ン
サ
ス

の
ゾ
ー
ン
区
分
、
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
の
ゾ
ー
ン

区
分
等
四
区
分
か
ら
十
四
区
分
ま
で
実
に
さ
ま
ざ
ま
な

区
分
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
区
分
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
生
活
行
動
エ
リ
ア
と
い
う
観
点
か

ら
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
地
区
区
分
を
設
定
し
た
。

・
鉄
道
の
各
駅
を
中
心
と
す
る
ゾ
ー
ン
で
区
分

・
区
民
が
生
活
行
動
す
る
概
ね
徒
歩
圏
で
区
分

・
地
形
の
起
伏
や
土
地
利
用
な
ど
の
性
格
上
の
違
い
で

一
―
調
査
の
目
的

ニ
―
調
査
の
成
果

三
―
事
業
・
施
策
と
の
つ
な
が
り

四
―
調
査
の
課
題

　
区
分

・
地
域
の
ま
と
ま
り
で
区
分

　
以
上
の
考
え
方
を
基
準
に
、
ま
た
人
口
等
の
統
計
デ
ー

タ
を
扱
う
便
宜
上
、
町
丁
界
に
従
っ
て
、
港
北
区
を
、

十
二
地
区
に
区
分
し
た
（
図
―
１
）
。
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図―１　地区区分設定
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表－1　現況シートの項目 イ
地
区
カ
ル
テ
の
作
成
に
よ
る
現
状
把
握

　
区
内
十
二
地
区
ご
と
に
、
次
の
四
つ
の
シ
ー
ト
で
ま

と
め
、
地
域
の
現
況
と
課
題
を
明
確
に
し
た
。

①
地
区
の
現
況
シ
ー
ト

　
人
口
・
土
地
利
用
と
い
っ
た
基
礎
的
指
標
、
産
業
、

交
通
、
市
民
利
用
施
設
、
横
浜
二
十
一
世
紀
プ
ラ
ン
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
動
向
及
び
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
動
向
、

ア
メ
ニ
テ
ィ
資
源
等
現
況
と
動
向
に
つ
い
て
デ
ー
タ
な

ど
で
整
理
し
枠
で
ま
と
め
た
（
表
―
１
、
図
―
２
）
。

②
地
区
の
施
設
等
現
況
図

　
各
地
区
の
市
民
利
用
施
設
等
の
分
布
状
況
と
地
区
の

土
地
利
用
の
特
徴
を
図
面
で
表
し
整
理
し
た
（
表
―
２
、

図
―
３
）
。

③
地
区
の
課
題
図

　
土
地
利
用
、
交
通
、
市
民
利
用
施
設
、
景
観
等
地
区

に
お
け
る
課
題
、
都
市
計
画
道
路
整
備
状
況
を
よ
こ
は

ま
二
十
一
世
紀
プ
ラ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
上
に
重
ね

て
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
（
表
―
３
、
図
―
４
）
。

④
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
み
る
地
区
の
特
徴
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表―２　施設等現況図の凡例
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表－3　地区課題図の凡例
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「
市
民
利
用
施
設
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
か

ら
読
み
取
れ
る
地
区
ご
と
の
特
徴
を
つ
か
み
整
理
し
た
。

ウ
日
吉
地
区
の
地
区
カ
ル
テ

　
以
上
の
整
理
に
よ
り
、
地
区
カ
ル
テ
を
作
成
し
た
。

日
吉
地
区
の
例
を
紹
介
す
る
。

①
地
区
の
現
況
シ
ー
ト

　
人
口
等
で
は
「
区
内
で
最
も
人
口
が
多
く
、
ま
た
人

口
密
度
も
第
二
位
と
高
い
地
区
で
あ
る
。
特
に
東
横
線

西
側
へ
の
人
口
の
集
中
度
が
高
い
。
ま
た
、
人
口
増
減

率
は
近
年
で
は
著
し
い
伸
び
は
な
く
漸
増
傾
向
に
あ
り
、

図―２　地区の現状シート

住
居
系
市
街
地
と
し
て
成
熟
し
て
い
る
地
区
で
あ
る
と

い
え
る
。
」
（
図
―
２
）

③
地
区
の
課
題
図

　
土
地
利
用
の
課
題
で
は
「
低
未
利
用
地
の
有
効
活
用
、

踏
切
に
よ
る
渋
滞
、
緑
地
の
保
全
・
活
用
」
、
交
通
上

の
課
題
で
は
「
放
置
自
転
車
、
細
街
路
の
多
い
エ
リ
ア
、

綱
島
街
道
の
整
備
」
、
市
民
利
用
施
設
の
課
題
で
は

「
公
園
が
少
な
い
。
近
隣
公
園
以
上
の
公
園
の
整
備
」
、

そ
の
他
の
課
題
で
は
「
綱
島
街
道
・
東
横
線
に
よ
る
学

校
区
の
分
断
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
（
図
―
４
）
。

図―３　地区の施設等現況図

③
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
み
る
地
区
の
特
徴

　
　
「
属
性
」
の
う
ち
職
業
で
は
、
勤
め
Λ
全
日
Ｖ
が
多

く
、
自
営
業
は
港
北
区
の
平
均
を
下
回
る
。
「
生
活
環

境
の
満
足
度
」
で
は
満
足
度
の
高
い
も
の
は
、
ま
わ
り

の
静
か
さ
、
電
車
・
バ
ス
、
日
常
の
買
物
、
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
小
学
校
。
満
足
度
の
低
い
も
の
は
、
ま
ち
な

み
、
生
活
道
路
、
幹
線
道
路
、
保
健
所
、
消
防
署
、
警

察
署
、
児
童
公
園
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

②
―
「
市
民
利
用
施
設
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果

図―４　地区の課題図
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区
内
在
住
十
五
歳
以
上
の
男
女
二
千
人
を
対
象
に
、

郵
送
に
よ
り
市
民
利
用
施
設
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
（
回
収
率
五
三
・
七
％
）
。
調
査
内
容

は
、
生
活
環
境
、
日
常
の
行
動
、
市
民
利
用
施
設
、
今

後
望
む
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
た
（
表
―
４
）
。

ア
市
民
利
用
施
設
に
つ
い
て

　
い
ず
れ
の
施
設
に
つ
い
て
も
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
区
に
あ
る
施
設
を
利
用
す
る
人
が
多
い
が
、
施
設
が

な
い
場
合
は
他
地
区
（
区
外
も
含
む
）
の
施
設
を
利
用

し
て
い
る
。
ま
た
、
施
設
が
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り
な

が
ら
、
行
政
の
Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
い
た
め
か
、
知
ら
な
い

と
い
う
人
も
多
い
。

　
自
由
意
見
と
し
て
は
、
①
利
用
時
間
を
延
長
し
て
ほ

し
い
。
②
利
用
上
の
制
限
が
多
い
。
気
軽
に
使
え
る
よ

う
に
。
③
各
種
教
室
の
申
し
込
み
が
す
ぐ
に
定
員
に
な
っ

て
し
ま
う
。
④
図
書
館
の
蔵
書
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

⑤
公
園
は
無
機
的
な
も
の
が
多
す
ぎ
る
。
⑥
各
施
設
に

向
か
う
バ
ス
等
の
交
通
の
便
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。
⑦

駐
車
場
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。
⑧
Ｐ
Ｒ
不
足
、
も
っ
と

分
か
り
や
す
い
情
報
が
ほ
し
い
。
名
前
は
知
っ
て
い
て

も
行
き
方
、
場
所
が
分
か
ら
な
い
。

等
生
々
し
い
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

イ
今
後
望
む
施
設
、
サ
ー
ビ
ス

①
文
化
活
動

・
発
表
施
設
・
練
習
施
設
よ
り
も
、
鑑
賞
施
設
の
要
望

　
が
強
い
。

・
「
民
間
の
役
割
に
期
待
」
も
二
割
あ
り
、
文
化
活
動

　
に
つ
い
て
は
、
公
共
と
民
間
が
役
割
分
担
し
て
、
結

　
果
的
に
質
の
高
い
も
の
を
希
望
し
て
い
る
。

③
生
涯
学
習
、
地
域
活
動
・
行
政
サ
ー
ビ
ス

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
要
望
が
強
く
、
日
常
生
活
の
便
利

　
さ
・
快
適
さ
を
、
生
活
の
ゆ
と
り
よ
り
も
重
視
し
て

　
い
る
。

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
窓
口
に
つ
い
て
は
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ

　
ウ
ン
・
日
吉
地
区
で
要
望
が
強
い
。

・
環
境
問
題
を
反
映
し
て
か
、
「
不
用
品
の
リ
サ
イ
ク

　
ル
施
設
」
「
資
源
ご
み
分
別
収
集
サ
ー
ビ
ス
」
の
要

　
望
が
多
い
。

・
「
専
門
的
な
蔵
書
を
持
つ
図
書
館
」
よ
り
も
「
豊
富

　
な
蔵
書
を
持
つ
図
書
館
」
「
落
ち
着
い
て
勉
強
・
読

　
書
の
で
き
る
図
書
館
」
の
要
望
が
多
く
、
身
近
で
使

　
い
や
す
い
地
域
の
図
書
館
を
望
ん
で
い
る
。

③
公
園
・
ス
ポ
ー
ツ

・
「
自
然
豊
か
な
公
園
」
を
望
む
割
合
が
六
割
と
高
い
。

・
「
子
供
が
安
心
し
て
遊
べ
る
広
場
」
　
「
プ
ー
ル
」
も

　
要
望
が
高
い
。

　
福
祉
・
医
療

・
「
地
域
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
」
「
在
宅
支
援
サ
ー

　
ビ
ス
」
へ
の
要
望
が
約
五
割
と
非
常
に
高
い
。

・
「
高
齢
者
・
生
涯
者
の
た
め
の
入
所
・
通
所
施
設
」

　
　
「
子
供
や
お
年
寄
り
も
使
え
る
地
域
交
流
施
設
」
へ

　
の
要
望
も
強
く
、
社
会
的
弱
者
の
た
め
の
施
設
へ
の

　
関
心
が
高
い
。

・
福
祉
・
医
療
と
い
う
性
格
上
、
「
民
間
の
役
割
に
期

　
待
」
は
少
な
く
、
行
政
が
対
応
す
る
施
設
と
考
え
て

　
い
る
人
が
多
い
よ
う
だ
。

ウ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
見
が
聞
け
た

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
良
い
経
験
を
し
た
。
区
役
所

は
住
民
の
意
見
が
分
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
い

る
が
、
実
際
は
な
か
な
か
で
き
て
い
な
い
。
市
長
へ
の

手
紙
、
陳
情
、
区
民
会
議
等
の
広
聴
手
段
は
、
行
政
に

も
の
申
す
市
民
の
意
見
が
多
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

大
勢
の
住
民
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
い
か
に
住
民
・

が
行
政
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
か
が
分
か
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
施
設
に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
が
、
住

民
の
声
を
聞
く
と
、
箱
物
を
作
る
だ
け
で
は
駄
目
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

事
業
・
施
策
と
の
つ
な
が
り

　
今
回
の
地
区
カ
ル
テ
作
成
は
、
当
初
、
パ
ソ
コ
ン
使

用
に
よ
り
画
面
で
見
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
考
え
た
。

環
境
保
全
局
の
横
浜
市
環
境
情
報
シ
ス
テ
ム
（
シ
ス
テ

ム
・
ア
イ
）
を
参
考
に
し
た
が
、
予
算
上
の
こ
と
も
あ

り
、
報
告
書
の
形
に
落
ち
着
い
た
。
前
回
の
地
区
カ
ル

テ
は
、
「
市
民
に
も
身
近
な
自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と
」
を
ね
ら
い
に

し
て
有
償
販
売
を
し
た
が
実
際
に
購
入
し
た
の
は
建
設
・
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表－４　市民利用施設に関するアンケート
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不
動
産
会
社
等
が
多
く
、
当
初
の
ね
ら
い
が
十
分
に
果

た
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
市
民
の
意

見
・
要
望
を
ふ
ま
え
、
行
政
が
政
策
判
断
で
き
る
も
の

と
し
て
地
区
カ
ル
テ
の
作
成
を
行
っ
た
。

　
市
民
に
身
近
な
施
設
を
取
り
上
げ
た
の
も
、
従
来
の

地
区
カ
ル
テ
か
ら
一
歩
で
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
よ
こ

は
ま
二
十
一
世
紀
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
市
民

利
用
施
設
の
内
容
と
配
置
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
基
礎

デ
ー
タ
と
し
て
活
用
で
き
た
。

　
今
回
の
成
果
と
し
て
は
、

①
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
情
報
を
整
理
す
る
こ
と
に

よ
り
、
現
況
と
課
題
に
つ
い
て
数
字
等
の
統
計
デ
ー
タ

で
裏
打
ち
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。

②
地
域
レ
ベ
ル
の
市
民
利
用
施
設
の
内
容
と
配
置
に
つ

い
て
、
総
括
的
に
政
策
判
断
で
き
る
も
の
が
で
き
た
こ

と
（
実
際
に
、
あ
る
施
設
を
作
る
場
合
は
、
も
っ
と
詳

し
い
分
析
が
必
要
で
あ
る
が
）
で
あ
る
。

調
査
の
課
題

①
―
委
託
会
社
探
し
も
苦
労

　
区
役
所
で
は
、
日
常
業
務
で
調
査
委
託
を
す
る
こ
と

は
少
な
く
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
の
付
き
合
い
も
少
な

い
。
今
回
の
地
区
カ
ル
テ
作
成
に
当
た
っ
て
も
、
以
前

に
仕
事
を
お
願
い
し
た
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
に
し
た
。

ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
業
者
が
あ
る
の
か
、
実
績
は
ど
う

か
な
ど
の
資
料
が
乏
し
く
、
判
断
材
料
が
殆
ど
無
い
の

が
実
情
で
あ
る
。
行
政
内
部
に
相
談
部
門
が
あ
れ
ば
と

思
う
。

②
―
ア
ン
ケ
ー
ト
作
成
で
資
料
探
し

　
今
回
の
地
区
カ
ル
テ
作
成
に
当
た
っ
て
一
番
苦
労
し

た
の
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
作
り
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

作
成
の
経
験
も
な
く
、
項
目
・
回
答
作
り
に
三
～
四
ヵ

月
も
か
か
っ
た
。
特
に
ア
ン
ケ
ー
ト
作
成
に
は
、
デ
ー

タ
収
集
が
欠
か
せ
ず
、
担
当
者
一
人
が
あ
ち
こ
ち
走
り

回
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
後
の
チ
ェ
ッ
ク
も
一
苦
労
で
あ
っ

た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
手
軽
で
良
く
な
い
と
の
意
見
も
あ
る

が
、
実
際
に
は
大
変
手
間
が
か
か
る
。
標
本
数
を
多
く

設
定
す
る
な
ど
工
夫
を
し
て
い
け
ば
、
現
状
で
は
有
効

な
手
段
だ
と
思
わ
れ
る
。

③
―
情
報
不
足

　
委
託
調
査
で
一
番
苦
労
し
た
の
が
、
情
報
の
不
足
で

あ
っ
た
。
調
査
会
社
を
探
す
の
も
、
デ
ー
タ
収
集
す
る

に
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
る
に
も
、
と
に
か
く
情
報
が

不
足
し
て
い
た
。

　
行
政
内
部
の
情
報
に
し
て
も
、
ど
こ
に
何
か
あ
る
か

分
か
ら
な
い
。
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
先
ず
資
料

リ
ス
ト
を
作
る
の
が
最
初
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
た
ま
た

ま
調
整
係
に
く
る
前
の
職
場
が
統
計
選
挙
係
で
あ
っ
た

の
で
、
か
な
り
の
資
料
の
在
り
か
が
分
か
っ
た
が
、
そ

う
で
な
け
れ
ば
大
変
な
作
業
に
な
っ
た
と
思
う
。

　
市
役
所
に
は
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
か
な
り

の
資
料
が
そ
ろ
っ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
区
役
所
に

は
そ
う
し
た
機
能
が
な
い
。
区
役
所
に
も
同
じ
機
能
が

必
要
だ
と
思
う
。
た
だ
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
に
し
て
も

図
面
は
殆
ど
お
い
て
い
な
い
の
で
、
別
に
探
す
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
う
。
行
政
情
報
利
用
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
が

平
成
八
年
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
早
い
ス
タ
ー
ト
が
望

ま
れ
る
。

④
―
総
合
相
談
窓
口
を

　
以
上
の
こ
と
を
ト
ー
タ
ル
に
考
え
る
と
、
調
査
に
つ

い
て
の
総
合
相
談
窓
口
が
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
解
決
す

る
と
思
う
。
業
者
や
調
査
方
法
、
デ
ー
タ
な
ど
相
談
出

来
れ
ば
区
役
所
に
と
っ
て
は
大
変
あ
り
が
た
い
。

　
　
　
　
　
　
Λ
港
北
区
役
所
区
政
推
進
課
調
整
係
Ｖ
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